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１．，成果の内容

1)技術・情報の内容及び特徴

体外受精卵を培養する際の酸素濃度を、１０％にすることにより、移植

可能な受精卵への発育率が向上することを明らかにした。また、２０℃で

２４時間保存した卵巣から体外受精卵を作出できること、さらに、移植後

産子が得られることを明らかにした。

(1)酸素濃度を従来の２１％から約半分の１０％に下げることによって、移植

可能な受精卵の割合が向上する。

(2)卵巣を２４時間保存すると、回収した卵子の内、正常卵子の割合が低下

するが、正常な卵子は保存していない卵巣から採取した卵子と同等に旺

盤胞へ発育する。

(3)保存卵巣から作出した旺盤胞を受卵牛に移植することにより、正常な

子牛を生産できる。

（技術の特徴）

体外成熟卵子の体外培養において、酸素濃度を空気中の濃度の半分に

することによって、匪盤胞への発育率の向上が期待できる。また、牛卵

巣を２４時間保存しても移植可能な受精卵を作出できる。

2)技術・情報の適用効果

移植可能な受精卵を多量に生産できる。特に、卵巣保存によって、受

精卵作出の省力化と低コスト化が可能となる。

3)適用範囲

受精卵移植を実施している機関

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

体外受精研･究の情報として活用できる。
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２．具体的データ

表１低酸素濃度下での体外受精卵の培養成績
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表３保存卵巣から作出した体外受精卵の移植成績（平成３年）
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